
「万引き家族」（弁護士　梶山敏雄）
　裁判所での仕事の合間で少し待ち時間があり、久しぶりに映画館に入り「万引き家族」を観ました。高齢者割引もあり、椅子も昔と違っ
て快適な座り心地です。映画は貧困・万引・虐待・年金詐欺・・労災・リストラなど決して軽くない内容ですが、淡々と日本の厳然たる現
状が描かれています。
　カンヌ国際映画祭最高賞の受賞に林文科相は「是枝監督を招いて祝意を伝えたい」という考えを示しましたが、是枝監督は「公権力とは
潔く距離を保つ」として辞退し、インタビューでは「同じ政権がずっと執権することによって私たちは多くの希望を失っている」とも語っ
ています。普通なら日本人が国際的な賞を受賞したら必ず我がことのように賛辞を送るはずの安倍首相は一切無視。
　格好いい潔い是枝監督の姿勢に拍手です。
　「政府は貧困層を助ける代わりに失敗者として烙印を押し、貧困を個人の責任として処理している。映画の中の家族がその代表的な例だ」
というコメントをどこかで目にしました。
　今度は、嘘をつき、はぐらかし、時間稼ぎをして国民を誤魔化し、逃げ切ろうとしている醜悪な権力者を題材に、スカッとする映画を作っ
てくれませんかね、是枝さん。
　いずれしても、一家の「母」を偽装していた信代役・安藤サクラの演技には凄い迫力がありました。

（関連記事）
フランス紙が指摘…安倍首相が是枝監督受賞をスルーの理由（2018/06/03日刊ゲンダイ）
カンヌ映画祭最高賞の是枝監督、安倍首相の祝意を辞退（2018年06月11日中央日報）
是枝監督「左右両派！のバトルは終わりにして」　「万引き家族」で巻き起こる議論に提言（2018年06月08日huffpost）

　映画「万引き家族」公式サイト
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題名のつけ方と表紙の写真
「何々したければ何々しなさい」、または、「何々したければ何々するな」。本にこういった題名をつけることが流行っているようです。

命令するなと、本屋に入るたびに思います。
そして、そんな脅すようなことされても買わないぞと決意します。

また、表紙に作者の素敵な顔写真が載せられた本も増えてきた気がします。

素敵な写真ですね、とは思いますが、この人はこれで購入者が増えると思っているんだな、とも思います。そして、そう思っているような
人が書いた本は読みたくないなと思います。

・・・ちょっと、心がすさんでいるようです。
夏が終わってしまったからでしょうか。

弁護士　竹内　和正
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10/9-10 全国一斉生活保護基準引下げホットライン
　統一番号：０１２０－４５３５６７（ほごさげるな）　相談無料
　日時：２０１８年１０月９日（火）・１０月１０日（水）午前１０時～午後８時
　弁護士、司法書士等が、相談に対応します。今回生活保護基準の引下げ、審査請求の手続、その他、お困りのことなど、お気軽にご相談
ください。

１　趣旨
　既に報道されているとおり、2018年10月より、生活保護基準が３年かけて160億円（平均１．8％、最大5％）引き下げられま
した。
　しかし、生活保護基準は、いわゆるナショナルミニマムとして国民生活のあらゆる基準と連動しており、その引き下げは多方面に甚大な
影響を及ぼすことが必至です。
　2013年からの史上最大の生活扶助基準引き下げ（６７０億円、平均６．５％、最大１０％）に対して１０００人を越す原告が全国
２９都道府県にて違憲訴訟（いのちのとりで裁判）を闘っている最中のさらなる引き下げを容認することは決して出来ません。
　2013年引き下げに対して取り組まれた１万件審査請求運動は、わずか２ヶ月強で目標を達成し、３年間で３万件近い審査請求が提起
されました。
そこで、私たちは、今回も前回以上の怒りを示すためにも、再び「1万人審査請求運動」に取り組むことにいたしました。

２　生活保護基準引き下げNO！全国一斉ホットラインの内容
　　①　日時：１０月９日（火）・１０日（水）午前１０時～午後８時
　　②　フリーダイヤル統一番号：０１２０－４５３５６７

https://saitamasogo.jp/archives/74202
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北海道・登別合宿
先日、弁護団合宿で、北海道の登別に行きました。

９月６日の地震の際、登別は震度５弱ということでしたが、ホテルなどは通常営業に戻っていました。
観光客は減っていたのだとは思いますが、少なくとも見た目には、海外からの旅行者が多く宿泊していました。

行くまでは余震など心配していましたが、今回の合宿で少しでも被災地の応援になっていれば良いと思います。

弁護士　谷川　生子

10/23　スウェーデン学習会Part3（講師：両角達平さ
ん）
反貧困ネットワーク埼玉講演会2018
「若者が活躍するスウェーデン社会～若者参加を支える思想と政策」
講師：両角達平さん（文教大学研究員、駒澤大学非常勤講師）
プロフィールは→　こちら
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◆日時　10月23日（火）18:30～
◆場所　埼玉総合法律事務所　3階大会議室
JR「浦和駅」西口より徒歩約10分
アクセス→https://saitamasogo.jp/access
事前予約不要・参加費無料

スウェーデンの若者の投票率80％以上（日本は30％台）。スウェーデンでは，若者政策の目標や理念を定め，青年期それ自体に価値を
認め，若者の多様性や影響力，若者が民主主義と社会連帯の担い手となることが重視されています。教育の場では，民主主義の基本的価値
が子どもたちに教えられ，学校選挙，余暇活動施設などを通じて民主主義を若年段階から体感する仕組があります。こうして育まれた民主
主義と連帯が福祉国家の基盤となっています。
ストックホルム大学で学び、スウェーデンの多数の団体の訪問調査を重ねられた両角達平さんに、スウェーデンの若者政策について、お話
いただきます。

なお、当日は講演会のあとに同じ会場で反貧困ネットワーク埼玉の10月定例会を開催いたします。当団体での活動に興味ある方はこちら
も参加することは可能ですのでご検討くださいませ。
当日の進行予定

◆18:30～19:30　講演会
◆19:30～20:00　質疑応答
◆20:10頃～　定例会

https://saitamasogo.jp/access


健康で文化的な最低限度の生活
「健康で文化的な最低限度の生活」という言葉は憲法２５条に書かれている文言ですが、現在このタイトルのテレビドラマが放送されてい
ます。

内容は、吉岡里帆扮する新人ケースワーカーが生活保護利用者の様々な課題に直面し解決していくというものです。

これまで、高校生のアルバイトの収入認定、親族への扶養照会、児童虐待、識字障がいの方の就労支援、アルコール依存などのテーマが取
り上げられ
勉強になりましたし、福祉事務所側の実務的な対応も参考になります。

視聴率は芳しくないようですが、次回が最終回のようですので、生活保護行政に関心のある方は是非ご覧になってください。

弁護士　鴨田　譲
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【書籍】『外国人技能実習生　法的支援マニュアル　ー今後の外
国人労働者受入れ制度と人権侵害の回復ー』出版のお知らせ
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当事務所の鈴木満弁護士が共著した『外国人技能実習生　法的支援マニュアル　ー今後の外国人労働者受入れ制度と人権侵害の回復ー』
（明石書店）が出版されました。

技能実習生に労働に関する相談を受けた場合、何を聞き取り、どのように対処したらよいのかなどが記載されています。
わかりやすいような言葉を使うように意識して書かれていますので法律の専門家でない方にも利用しやすい一冊となっています。

主に、技能実習生の支援を目的に作成されましたが、技能実習生に限らず外国人の支援をしている方でもお使いいただけます。

是非ご一読ください。

インターネットからの購入はこちらから（明石書店ホームページ）

『外国人技能実習生　法的支援マニュアル
　ー今後の外国人労働者受入れ制度と人権侵害の回復ー』　
　外国人技能実習生問題弁護士連絡会　編　（鈴木　満　共著）
技能実習生に対する人権侵害がメディアでも取り上げられるようになりましたが、このような人権侵害は何年も前から続いていました。

この本では、技能実習生に対する法的支援についてだけでなく、技能実習生に対する人権侵害の事実がメディアに取り上げられる以前から
技能実習生の権利救済のために尽力してきた弁護士が実際に取り組んだ事件についても記載されています。

技能実習制度の現実を知っていただくためにも、幅広い方にお読みいただきたく思います。
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９／１８　反貧困ネットワーク埼玉・スウェーデン学習
会Part２
反貧困ネットワーク埼玉講演会2018
「理想郷！？弁護士がみたスウェーデンのいま」
講師：猪股正さん（弁護士）
▶講演関連記事「遠回りくらいがちょうどいい」

◆日時　9月18日（火）18:30～
◆場所　埼玉総合法律事務所　3階大会議室
JR「浦和駅」西口より徒歩約10分
アクセス→https://saitamasogo.jp/access
事前予約不要・参加費無料

スウェーデンでは子どものころから自分たちで意見を出し合い、徹底的に議論し、みんなで決めることが当たり前。
民主主義が、受益も負担も分かち合い、支え合う社会を根本から支えています。

法律や制度も民主主義を支える仕組みとして機能しています。猪股弁護士が真面目に、真剣に、法律家として見てきたスウェーデンの現状
を語ります。

なお、イベント当日は講演会のあとに同じ会場で反貧困ネットワーク埼玉の９月定例会を開催いたします。当団体での活動に興味ある方は
こちらも参加することは可能ですのでご検討くださいませ。
当日の進行予定

◆18:30～19:30　講演会
◆19:30～20:00　質疑応答
◆20:10頃～　定例会
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9/15（土）第61回日本弁護士連合会人権擁護大会プレシン
ポジウム 「多文化共生のために～教育の現場から～」
日本で暮らす外国籍の方の数は、現在250万人を超えています。

埼玉県内には約17万人の外国籍の方が暮らしており、その数は全国で第5位です。そして、そのなかには、たくさんの子どもがいます。
また、日本国籍であっても、外国で生まれ育った子どももいます。外国籍の子どもや、外国で生まれ育った「外国につながりのある子ども」
は、学校、進学、地域社会、家庭において、言葉、外見、文化の違いに起因する様々な苦難に直面することもあります。

今回のシンポジウムでは、埼玉で暮らす「外国につながりのある子ども」にスポットを当て、教育現場における課題や支援のあり方を広く
市民の方々に知っていただき、望ましい支援、施策について、考える場としたいと思います。
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◆基調報告
磯田三津子氏（埼玉大学準教授）
外国につながりのある子どもたちをめぐる学校教育の現状と課題
－埼玉県における外国人児童生徒教育の今後を考える－

◆パネルディスカッション
磯田三津子氏（埼玉大学準教授）
芳賀洋子氏（あそび舎てんきりん代表）
当事者の方

◆日時
２０１８年９月１５日（土）１４時開始（１３時３０分開場）

◆会場
埼玉会館３階３Ｃ会議室←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・申し込み不要

◆主催
埼玉弁護士会

◆共催
日本弁護士連合会
関東弁護士連合会

◆お問い合わせ
埼玉弁護士会　０４８－８６３－５２５５
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ちらしはこちら⇒プレシンポジウム　多文化共生のために

10/4 日弁連第61回人権擁護大会・シンポジウムのご案内
１０月４日（木）１２時３０分～青森にて、日弁連の第６１回人権擁護大会が開催されます。

当事務所からは、鈴木満弁護士が、第１分科会「外国人労働者１００万人時代」の日本の未来～人権保障に適った外国人受入れ制度と多文
化共生社会の確立を目指して～」、猪股正弁護士が、第３分科会「日本の社会保障の崩壊と再生－若者に未来を－」の実行委員として、そ
れぞれ準備を担当しています。

第１分科会の登壇者については、下記チラシをご覧ください。
第３分科会には、パネリストとして、井手英策さん（慶応義塾大学経済学部教授）、後藤道夫さん（都留文科大学名誉教授）、諏訪原健さん
（元 SEALDs メンバー）、本田由紀さん（東京大学大学院教育学研究科教授）が登壇され、若者の生きづらさをテーマに、社会保
障や財政の問題を議論されます。、

青森での開催ですが、日弁連内最大の行事であり、充実した講演、パネルディスカッションなどが行われますので、是非、ご参加ください。

詳細は、→　日弁連ホームページ
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